
ー
十
八
世
紀
に
お
け
る
エ
ジ
プ
ト
・

シ
リ
ア
社
合

・
経
済
を
俸
え
る
新
し
い
史

料
と
し
て
、
マ
グ
リ
ブ
巡
躍
記
の
重
要
性
を
強
調
し
た
い
。
本
務
思
表
で
は
、
マ

ム
ル
ー
タ
朝
ス
ル
タ
ン
曲
目
B

玄州
w
S
E
E
-伽
d
ロ
時
代
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ア
、
カ
イ
ロ
、
ク

l
ス
、
ア
イ
ザ

l
ブ
を
通
り
、
紅
海
を
渡
っ
て
ジ
ッ
ダ
か
ら

メ
ッ
カ
部
躍
を
果
た
し
た
セ
ウ
タ
生
ま
れ
の
人
半
、
『
£
号
同
に
よ
る
巡
躍
記

ミ
E
h
b
¥
h札
と
-MNや
N
a
g
a
-N
'
h
d
q与
を

と

り

あ
げ
て
、
と
く
に
p
l
ス・

ア
イ
ザ

1
.フ
道
を
め
ぐ
る
園
家
・
遊
牧
民
・
商
人
た
ち
の
か
か
わ
り
方
、
交
通

運
輸
の
具
怪
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ア
e商ン
朝カ
開ラ
』係職

以
後
の
オ
ス
ーマ
ン

ア

ム

ノレ
山

陪

郎

575 

一
四

O
二
年
の
ア

ン
カ
ラ
禽
載
と
、
こ
れ
に
先
立
つ
オ
ス

マ
ン
・
テ
ィ
ム
l

ル
爾
朝
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
加
藤
和
秀
氏
の
論
考
も
あ
り
、
比
較
的
研
究

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
戦
い
の
戦
後
彪
理
と
テ
ィ
ム

l
ル
朝
の
ア
ナ
ト
リ
ア
支

配
に
は
あ
ま
り
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
オ
ス
マ
ン
朝

の
再
起
が
速
や
か
で
あ
っ
た
た
め
、
テ
ィ
ム
l
ル
の
征
服
が
一
過
性
の
暴
風
の

よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
屯
・
者
三
件
な
ど
)
。
し
か
し
、

テ
ィ
ム
l
ル
朝
の

E
S
S
E
q
3
Sえ
2ιω
宮
毛
〉
は
テ
ィ
ム
l
ル
死
後
も

存
繍
し
た
と
見
ら
れ
、
こ
れ
は
オ
ス
マ
ン
朝
の
歴
史
に
お
い
て
、
従
来
考
え
ら

れ
た
以
上
の
意
味
を
有
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

本
報
告
に
お
い
て
は
ア
ン
カ
ラ
戦
以
後
の
オ
ス
マ
ン
・
テ
ィ
ム
l
ル
雨
朝
関

係
に
つ
い
て
、
ま
ず
史
料
に
見
え
る
事
賓
を
洗
い
直
し
、
つ
い
で
同
時
代
人
が

こ
の
爾
朝
関
係
を
い
か
に
認
識
し
て
い
た
か
を
見
て
い
き
た
い
。
史
料
の
提
供

す
る
情
報
は
決
し
て
充
分
と
は
い
え
な
い
。
敗
者
で
あ
っ
た
オ
ス
マ
ン
朝
側
の

史
料
は
、
テ
ィ
ム
l
ル
朝
に
制
到
す
る
従
属
的
関
係
に
つ
い
て
寡
言
で
あ
り
、
ま

た
テ
ィ
ム
l
ル
朝
史
料
は
僻
遠
の
ア
ナ
ト
リ
ア
に
は
多
く
言
及
し
な
い
。
こ
こ

で
注
目
し
た
い
の
は
、
第
三
者
と
し
て
雨
朝
関
係
を
見
守
っ
て
い
た
ピ
ザ
ン
ツ

の
史
料
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
オ
ス
マ
ン
、
テ
ィ
ム
l
ル
、
ピ
ザ
ン
ツ
側
の
諸

史
料
を
用
い
て
、
標
題
の
テ

1
7
に
関
す
る

情
報
整
理
を
行
な
い
た
い

と
思

、
同
ノ
。

東
イ部
スシ

、ラヤ
仁、ムワ
、iとの
〕い慣ム

‘習ス

ム

村
落

お

け
る

--165ー

メ入， 

氷

清

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
祉
舎
に
お
い
て
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
土
着
の
ア

ニ
ミ
ズ
ム
と
が
累
層
化
し
て
信
仰
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
村
落
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
慣

習
(
ア
ダ
ッ
ト
〉
が
現
質
的
機
能
を
果
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

報
告
者
は
昨
年
十
月
、
東
部
ジ
ャ
ワ
の
ジ
ョ
ン
パ
ン
豚
下
の
カ
ン
ポ
ン
"
ブ

ド
ウ
グ
で
、
イ
ス
ラ
ム
法
と
慣
習
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
ム
ス
リ
ム

生
活
に
つ
い
て
調
査
を
寅
施
し
た
。

カ
ン
ポ
ン
へ
フ
ド
ゥ
グ
は
三

O
一
戸
か
ら
な
る
農
村
で
、
信
仰
心
の
厚
い
ム

九
リ
ム
村
落
で
あ
る
と
の
印
象
を
う
け
た
が
、
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
慣
習
が
行

わ
れ
て
お
り
、
調
査
の
主
要
項
目
で
あ
っ
た
結
婚
・
離
婚
に
お
い
て
も
、
イ
ス


